
からだとの対話	
 	
 
野口体操を再考する	
 

講師 映画監督 龍村 仁 

 「野口体操の会」主宰 羽鳥 操 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２０１４年、野口三千三生誕１００年を迎えます。創始した体操は、いつし
か「野口体操」と呼ばれて半世紀がたちました。その間、朝日カルチャーセン
ターでは、３６年の長きに渡って常設講座として継続することができました。
そこで次世代へのメッセージとして、ゆかりの方々をお招きし、「からだ」を
縦糸に、それぞれの専門を緯糸として語っていただく講座を企画しました。全
体を通すテーマは『からだとの対話』。異分野でご活躍の方々から「からだ」
についてのお考えに加えて、野口体操をどのように見ているかもお話いただき
ます。	
 	
 
９月のゲストは龍村仁監督です。美しい映像を見せていただきながら、「地球
交響曲 GAIA	
 SYMPHONY」で語られているメッセージから、GAIA に生かされてい
る人間としてのからだの気づきについてお話いただき、そのテーマを軸に、
“テクノロジーの進歩”と“生きものとしての人間”のよりよい関わりを、
「命の移しかえ」という視点から、共に探るひとときにしたいと思います。	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  

（羽鳥・記）	
 

日	
 	
 	
 時	
 	
 2013/9/21	
 1 回	
 土曜日	
 13:00-14:30	
 	
 

受	
 講	
 料	
 会員	
 3,360 円（入会金は 5,250 円。70 歳以上は入会無料、証明書が必要です）	
 

一般	
 3,990 円
 
 

  



 
＜講師紹介＞ 
龍村 仁 1940 年生まれ。京都大学文学部美学科卒業後、63 年 NHK に入局。74 年同局退社、イン
ディペンデント･ディレクターとしてドキュメンタリー、ドラマ等、数多くの作品を手がける。92 年よりドキュ
メンタリー映画「地球交響曲」シリーズを公開。2000 年春、龍村仁事務所を設立。2001 年に「第四番」、
2004 年「第五番」、2007 年「第六番」公開、2010 年最新作「地球交響曲第七番」完成、7 月に公開。
「第一番」から「第七番」まで、のべ 240 万人にのぼる観客の動員をはたしている。2013 年「第八番」の
撮影を開始した。 

 
羽鳥 操 49 年東京生まれ。野口体操の会主宰・立教大学、明治大学非常勤講師。国立音楽大学ピ
アノ科卒業。75 年から野口三千三の指導を受け研鑽を積む。1978 年から 98 年の 20 年間、助手をつ
とめる。88 年に「野口三千三授業記録の会」を発足させ、野口三千三及び野口体操の記録制作を行
った。現在、講演・ワークショップ、執筆活動を行っている。 
 
 
 
 

野口三千三と「野口体操」について 
 
野口三千三（のぐち	
 みちぞう）（大正３年〜平成１０年）東京芸術大学名誉教
授が創始した野口体操は、芸術・演劇・教育界のみならず、現今のボディーワ
ークと呼ばれる身体メソッドに、さまざまな影響を与えてきました。動きを
“力を抜く”というベクトルで見直す大切さを提唱した身体・運動文化と位置
づけられています。 
	
 本来、野口が目指した“身体”と“動き”は、常識や固定観念にとらわれず
自らの感覚を磨き、自然界が育んだ生命体としてのしたたかな柔らかさ・しな
やかさを包摂する「地球生命体としての真の強さ」です。 
	
 遡れば「８月１５日が一年の始まり」として戦後を生きた野口の原点は、昭
和２０年、敗戦直後の焼け野が原に立ち、自らも負った身体的ダメージ、その
負の現実をあきらかに見つめることだと語っています。戦前・戦中の体育指導
者としての反省に基づき、後に「こんにゃく体操」の愛称でも呼ばれている体
操の理論と技法を、亡くなる直前まで探求し続ました。日本に生まれ、日本に
生きた「希有な体操教師」として８３年を全うした生涯でした。 
	
 世界に類をみない身体観を培った野口体操は、関心を抱いてくださる一人ひ
とりに、体操という範疇を超えて自然と人間の関係を、その本質において捉え
直すキッカケとなる可能性を潜めていることでしょう。 
 


